
ホスピタリティAO入試
ホスピタリティ入試
対策講座 第1回
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亜細亜大学 経営学部 ホスピタリティ・マネジメント学科
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ホスピタリティAO入試・ホスピタリティ入試対策講座 （各回 45分）
（会場と時間は当日までに確定し、HP等でご案内します）
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６月１６日（日）： 入試に向けた準備を始めよう

７月１４日（日）： ホスピタリティAO入試：新聞の要約を書いてみよう
ホスピタリティ入試：調査・研究を始めよう

8月１０日（土）、１１日（日）：（両日とも同一内容です）
ホスピタリティAO入試：図表・グラフを読み取ってみよう
ホスピタリティ入試：レポート・報告書の書き方

9月２２日（日）： 作文・面接の対策方法
志望動機の書き方
大学生活に向けて、考えておくべきこと



ホスピタリティ入試のポイント
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ホスピタリティ入試とは
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課題選定

調査・研究 レポート提出・発表

大学生に求められる基礎的能力
のレベルアップ！

自ら課題を設定し、その解決策を考えられる人材
を求めます。



ホスピタリティ入試の課題に正解はありません。皆さんの主張に筋
が通っているか、が重要です。

評価のポイント

① 自分の考え方が述べられているか？

「調べたこと」を書くだけではダメです。「調べたこと」に基づいて、「自分は何を考えた
のか」を書きましょう。

② 自分の考え方の根拠となる「資料」や「データ」が示されているか？

「資料」や「データ」を用意することで、自分の考え方を明確に相手に示すことができ
ます。資料やデータを集めて提示しましょう。現地調査など、自分で集めたデータを
示すことも大変効果的です！

③ 問題に対する「答え」になっているか？

出題が「質問していること」にキチンと答えているかを確認しましょう。

④ 面接で課題について質問されたときに、きちんと回答できるか？
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ポイントは、「問いを設定すること」

•大切なことは自分で「問い」を設定すること。

•単に事実を述べるだけではダメ。

• 「問い」に対する自分なりの考えを述べること。
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「問い」と「事実」の違い

•問いの例

「どうすれば、自分の住む
街を訪れる外国人観光客
が増えるだろうか？」

「なぜ、野球をする小学生
が減っているのだろうか」

自分で発する「問い」

•事実の例

「日本に来ている外国人観
光客の人数とニーズについ
て調べてまとめる。」

「プロ野球の観客動員数に
ついて調べる。」

すでに解っていること

誰かが調べていること
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問いを考えるヒント ①
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あるべき姿
理想の姿

現状
現実

理想と現実の間にある「ギャップ」を見つける。

そこから「何で現実はそうなっているのか」、
「どうすればそのギャップを超えることができるのか」、を考えてみる。



問いを考えるヒント ②

• 「なんで？」を繰り返して考える。

•要素に分解することで、どこを考えれば良いのかが見えてくる。

•漠然と考えていては、考えは深まらない。
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ロジックツリー

なぜ？ 原因 なぜ？ 原因

【基本的考え方】

・ 「なぜ」を繰り返しながら、考えを深めていく。
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例題

日本では、20代男女の国政選挙への投票率は他の年齢層に
比べて低くなっています。

20代男女の投票率を上げるために、皆さんならどのような対策
を講じますか？
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選挙に行かない

興味がない

面倒であ
る

政治がわからな
い

自分の問題だと
思えない

時間的に拘束さ
れる

政策が理解できない

議論の内容がわか
らない

若手政治家が見え
ない

自分たちに直結した
問題が議論されない

投票所に行くの
が面倒である

事前投票があるが、
平日は忙しい

休日にも別の予定
がある

会場が離れている

昼間の貴重な時間
を取られてしまう

選挙に行かない理由を考えてみる

解決すべき課題
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一度にやろうと考えず、少しずつ準備を進めていきましょう。
学校の勉強や定期試験準備、受験勉強との両立は十分に可能です。
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７月 ８月 9月

10月

課題の決定

資料集め

分析・レポート作成

分析・レポート作成

現地調査など（必要があれば）

■出願期間■
ホスピAO

　9月24日〜10月1日
ホスピ入試

10月17日〜24日

試験準備

■試験日■
ホスピAO  11月16日
ホスピ入試
10月20日（1次）11月16日・17日（2次）

11月



ホスピタリティAO入試のポイント
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ホスピタリティAO入試とは

•頭の中で、情報を構造化できる人を求めます。

•構造化とは、

「ブロック分けする」→「全体像を把握する」→「素早く理解する」

• つまり、「読解力」が高い、ということです。

•読解力が高い人は、コミュニケーション能力も高く、ホスピタリ
ティ産業が求める人材です。
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読解力を養うためには

• 「何が言いたいのか」を理解
すること。

•主張と根拠を区別して、整理
すること。

•普段から情報収集をおこなう
こと。

•自分で文章を書いてみること。
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今日から、毎日、新聞を読もう！
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出典：https://gakusyu.shizuoka-c.ed.jp/japanese/syou_56/hyougen/07/shinbun03_hint.html

「接続詞」に気をつけて、新聞記事を読んでみよう。
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見出し

リード



次回の予告
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次回の内容

•ホスピタリティAO入試

新聞を読むことになれた
ら、読解力を磨くために、
新聞の要約を書く練習を
しましょう。

要約の書き方について

•ホスピタリティ入試

夏休みの間に、調査研究
を進めましょう。

調査研究の方法について
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